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営業外費用及び特別損失の計上に関するお知らせ 

 

 

当社は、2022年 3月期第 3四半期連結累計期間（2021年 4月 1日～2021年 12月 31日）におきまして、営

業外費用及び特別損失を計上いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

１．営業外費用 

（１）為替差損 

当第 3 四半期連結累計期間におきまして、為替相場の変動により、為替差損 61,687 千円（同第 2 四半期

累計期間は 29,650千円）を営業外費用として計上いたしました。 

なお、当該金額は当第 3 四半期末時点の為替相場の影響によるものであり、今後の為替相場の状況によ

り変動いたします。 

（２）持分法による投資損失 

当社の持分法適用関連会社である豊田 TRIKE 株式会社の決算報告に基づき、持分法による投資損失

29,831千円を営業外費用として計上いたしました。 

同様に、当社の持分法適用関連会社である C+株式会社の決算報告に基づき、持分法による投資損失

10,054千円を営業外費用として計上いたしました。 

 

２．特別損失 

当社は、2021年 8月 10日付け適時開示資料「第三者委員会設置に関するお知らせ」等にてお知らせした

通り、第三者委員会を設置し、当社が過去に行った不正取引の原因分析・再発防止策・責任の所在等に関

する調査を委嘱してまいりました。当第 3 四半期連結累計期間におきまして、当該調査に係る特別調査費

用 19,871千円を特別損失として計上いたしました。 

 

３．業績に与える影響 

上記の営業外収益、営業外費用及び特別損失につきましては、本日公表の「2022年 3月期 第 3四半期決

算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。 

 

以 上 


	2022年2月14日
	１．営業外費用
	（１）為替差損
	当第3四半期連結累計期間におきまして、為替相場の変動により、為替差損61,687千円（同第2四半期累計期間は29,650千円）を営業外費用として計上いたしました。
	なお、当該金額は当第3四半期末時点の為替相場の影響によるものであり、今後の為替相場の状況により変動いたします。
	（２）持分法による投資損失
	当社の持分法適用関連会社である豊田TRIKE株式会社の決算報告に基づき、持分法による投資損失29,831千円を営業外費用として計上いたしました。
	同様に、当社の持分法適用関連会社であるC+株式会社の決算報告に基づき、持分法による投資損失10,054千円を営業外費用として計上いたしました。
	２．特別損失
	当社は、2021年8月10日付け適時開示資料「第三者委員会設置に関するお知らせ」等にてお知らせした通り、第三者委員会を設置し、当社が過去に行った不正取引の原因分析・再発防止策・責任の所在等に関する調査を委嘱してまいりました。当第3四半期連結累計期間におきまして、当該調査に係る特別調査費用19,871千円を特別損失として計上いたしました。
	３．業績に与える影響
	上記の営業外収益、営業外費用及び特別損失につきましては、本日公表の「2022年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に反映しております。
	以　上

